
日時：令和 4 年 2 月 26 日（土）15：00 ～ 16：50

開催形式：オンライン開催

参加費：無料   Field※：A 排尿管理

【事前登録・視聴方法】
■今回お申込は不要ですが、右の二次元コードより事前にご登録いただきましたら、
講習会前にリマインドのメールが届きます。
詳細は次頁をご参照ください。
事前に登録されなくても、当日右の二次元コードからアクセスしてご視聴いただけます。
■本講習会の録画・録音・撮影、スクリーンショットやダウンロードは固くお断りいたします。
■FAX、お電話でのお申込はお受けできませんので、ご注意ください。
■お申込によりご提供いただく個人情報は、講習会の出欠確認および今後の活動のご案内
以外の目的で使用されることはありません。

※ Field A：排尿管理 / Field B：排便管理 / Field C：感染対策 / Field D：その他（スキンケア・オムツは
ずし・認知症・介護・保険 他） 詳細はホームページ「排泄ケア認定制度のご案内」をご参照ください。

テーマ：導尿とカテーテルに強くなろう

開会の挨拶：武井実根雄 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 事務局長）

座長：武井実根雄 先生（原三信病院泌尿器科 部長）

情報提供：親水性間欠泌尿器用カテーテルアクトリーンのご紹介  株式会社 大塚製薬工場

講演：『 カテーテル操作の実際 』

講師：宮川みどり 先生（原三信病院看護部 皮膚・排泄ケア認定看護師）

～講師からのコメント～

導尿やカテーテル留置の排泄ケアは日常的に欠かせない看護技術です。しかし中々挿入できない症例も

あります。尿道の中を見ながらカテーテルの挿入ができないため、尿道損傷などのリスクが伴い、でき

ることであれば処置を避けたい思う時もあります。その時のために少しでもカテーテルの種類や特徴、

カテーテル操作を知り、恐怖心なくできるようなコツをお伝えできればと思います。

講演：『 自己導尿管理のコツと最近のカテーテル事情について

～自己導尿管理の実態調査を含めて～ 』

講師：高橋良輔 先生（総合せき損センター泌尿器科 部長）

～講師からのコメント～

自己導尿が必要な患者さんにとって、導尿は日々の行為であり、その負担は決して小さくはありません。

最近、脊髄障害患者さんを対象とした WEB を用いたアンケート調査をおこない「自己導尿管理の実態

とその負担、および尿路感染症の頻度」について調査する機会がありました。本講演ではその結果をご

紹介しながら、自己導尿管理のコツと最近のカテーテル事情についてお話してみたいと思います。

閉会の挨拶：今丸満美 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 副理事長）

共催：特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会、株式会社 大塚製薬工場
後援(予定)：福岡市泌尿器科医会、福岡市医師会、福岡県看護協会

NPO 法人 福岡高齢者排泄改善委員会 事務局（月曜～金曜 9：00～17：00  土・日・祝日 休）
〒812-0033 福岡市博多区大博町 1-8   TEL：092-282-5910  FAX：092-282-5812
※この講習会に関するお電話でのお問合せは 2 月 25 日（金）17:00 までとさせていただきます

事前登録・視聴用二次元コード



第67回高齢者排泄ケア講習会 オンライン開催

【参加お申込み用紙】 ご視聴を希望の方へ
下記「URL」または「二次元コード」から、必要事項をご入力いただき送信ください。

■お問合せ先■ 共催会社 大塚製薬工場 運営事務局
メールアドレス：ishiharam@otsuka.jp 電話番号：080-6390-5154

ご入力いただいた個人情報は、当セミナーのご出席者の確認及びMRからの連絡の目的にのみ使用し、その他の第三者に
提供することはありません。保管には適切な安全管理措置を講じ、使用目的達成後は速やかに廃棄いたします。また、個
人情報の保護に関する法律に基づく弊社の「大塚グループ個人情報保護方針」
(https://www.otsukakj.jp/privacy/policy/) に則り、安全且つ適切に管理いたします。

URL
二次元コード

https://zoom.us/webinar/register/WN_IIfWaowuTFS9mEhvEo7LeA

【先着500名様までのご参加となります。】
オンラインの定員制限のため、各回定員に達しますと締め切らせて頂きます。


